
春期土曜シリーズ講      冬期土曜シリーズ講座        2020 年 1 月～3 月    

 

＜現代社会にいのちの意味を求めて＞ 

小さくされた者の幸せを守るために―不寛容からやさしさへ― 
「 

  わたしたち一人ひとりのいのちは、人間らしく幸せになるために生かされています。今、他者を受け 

入れる寛容さは失われ、自分のことで精一杯の状況が溢れています。障害を持つ人や外国人労働者、 

少数派の人たち等、社会的に弱い立場に追いやられる人たちを顧み、共感し合う心が弱くなっています。 

多様性を認め合い、誰もが希望を持って光を見出すことは出来るのでしょうか。今回は社会のシステムを 

問い直すことと、人々が生きる現場での声を聞くことを通して探っていきます。 

「・・私の兄弟であるこの最も小さい者の一人にしたのは、私にしてくれたことなのである。」（マタイ 25 章 40）   

 

                                                           土曜日 13：30～15：30                                                                   

1 月 11 日 ＜愛にできることはまだあるか ―生活保障というシステム―＞   大木 聡 

戦後日本の「生活保障」システムの成り立ちや社会保障と雇用保障の関係、          （真生会館館長） 
                 愛にできることを考えます。                                                                                                                                                                                  

1 月 18 日 ＜ 自らの「マジョリティ性」を知るために――立場の心理学＞    出口 真紀子 

                                                                            （上智大学外国語学部教授）                         

2 月 1 日 ＜子どもたちに寄り添う―多様な人が共生するために―＞      鈴木 健 

                                                                          （川崎市ふれあい館・桜本こども文化センター職員）                                          

2 月 29 日 ＜「自分自身で、ともに」～べてるの家の活動と当事者研究～＞  向谷地 宣明 

                                                           （NPO法人 BASE代表理事 ・ コミュニティホームべてぶくろ）  

3 月 14 日 ＜あんたの足で、歩いてみよう１マイル＞                 浜 矩子 

                                                                     （同志社大学大学院ビジネス研究科教授）   

⁂ お申込・お問合せ                一般財団法人真生会館       

                       〒160-0016 東京都新宿区信濃町 33 番地 4 

                             Tel  03－3351－7121・Fax 03－3358－9700        

E—mail  gakushu@catholic-shinseikaikan.or.jp 

URL  http://www.catholi-shinseikaikan.or.jp. 

                                          

土曜講座  ⁂ 受講料： 一回毎￥1,000ー ・ 学生無料（学生証ご提示下さい）               

希望日程に✔   □1 月 11 日    □1 月 18 日     □2 月 1 日    □2 月 29 日    □3 月 14 日  

 

お名前                                        TEL 

 

ご住所  〒 

 

      



 

 

⁑講師プロフィール⁑ 

 

大木 聡（真生会館館長） 

山梨大学大学院修士課程で電気工学を専攻し、IT企業で勤務しソフトウェア作成やシステム 

開発にあった。10年間の SE生活の後、上智大学神学部に社会人入学して神学を学ぶ。 

上智大学に在学中は、真生会館「ワカゲ」スタッフとして働いた。上智大学大学院神学部博士 

前期課程を終了後に、横浜教区事務局で職員として勤務した。2016年に真生会館の館長と 

なる。これまでに様々な教会活動に携わり、カトリック青年連絡協議会事務局長、カトリック 

社会問題研究所代表幹事などを務める。 

 

出口真紀子（上智大学外国語学部教授） 

ボストン大学心理学科修士課程修了／ボストン・カレッジ人文科学大学院心理学科（文化 

心理学）博士課程修了。日本生まれでアメリカに長く暮らし、文化変容（Acculturation）の 

プロセスに興味を持つ。また日本社会から差別をなくすためには、日本における人種的 

マジョリティとして優位集団に所属する日本人が、まず変わらなければならないという考え 

のもと、現在マイノリティのために活動する人たちとともに実践的研究に携わる。 

 

鈴木 健 （川崎市ふれあい館・桜本こども文化センター職員）    

高校生・大学生の時にカトリック横浜教区学生連盟(学連)の活動に参加する。フィリピンの 

人々交流を深め、「カトリック横浜教区対日外国人と連帯する会」での勤務を経て、フィリピン人 

コミュニティー「カラカサン」の支援などを行う。現在は「川崎市ふれあい館・桜本こども文化 

センター」の職員として子どもたちと働きながら、『多文化共生』『居場所作り』を目指して地域 

に出ていき子どもや若者たちに向き合っている。音楽祭「桜本フェス」や子ども食堂を企画・ 

運営したり、川崎定時制高校内で毎週金曜夜に居場所＆学習支援の「ぽちっとカフェ」をひら 

いたりしている。 

 

向谷地宣明（むかいやち・のりあき  NPO法人 BASE代表理事・コミュニティホームべてぶくろ＜） 

1983年北海道生まれ。2002 年に上京し、大学卒業後に障害当事者有志と（株）MC Median を 

設立、医療法人宙麦会理事、NPO法人 BASE代表理事。東京・豊島区や中野区でグループ 

ホーム、コミュニティスペース、就労継続支援 B型事業所を運営。 

 

浜 矩子（同志社大学大学院ビジネス研究科教授) 

1952年生まれ。一橋大学経済学部卒業。エコノミスト。75年三菱総合研究所入社後、同所 

初代英国駐在員事務所所長、同社政策・経済研究センター主席研究員などを経て、2002 年 

から同志社大学大学院ビジネス研究科専門職学位課程教授。著書に、『「通貨」の正体』 

（2019年、集英社新書）『ついに始まった日本経済「崩壊」』（2018年、SB新書）、 

『「ポスト真実」の世界をどう生きるか』（共著 2018年、新日本出版社）、 

『どアホノミクスの断末魔』（2016 年集英社） 

 

 

 


